






要約 Enzyme-multiple auxotroph assay による先天性尿素サイクル代謝異常症のマスス

クリ一ニング結果を報告し、発見された症例について検討を加えた。5年間に約 18 万 6 千

人の新生児をスクリ一ニングし、アルギニノコハク酸分解酵素活性低下例 17 例(うち 16

例はASA尿症heterozygote)を発見した。本法は鋭敏で有用なスクリーニング法であるが、

すべての尿素サイクル代謝異常症をカバーしすることはできず、今後更に検討を加えるべ

きと考える。 


